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First Create

ビジョン実現と成果を創る幹部を育てよう！

未来の社長・幹部は見えていますか？「経営」を知っていますか？
果たすべき役割を理解していますか？リーダーに必要不可欠なスキルを
身に着けていますか？

こんな方にオススメ！

第1講 第2講 第3講 第4講 第5講 第6講

沼津
会場

受講2年目で赤字経営から黒字に転換した実績があります！

■日程■ 開催時間は全日9時00分～17時00分

経営・財務に
携わる

将来は社長や
経営層を目指す

最近役職に
就いた

部下を
持っている

FC研修は厚生労働省「人材開発支援助成金」の特定訓練コース（若年労
働者への訓練）の助成金の活用が可能です。

■助成金の活用■

※対象になるかは、静岡労働局もしくはお近くのハローワークにご相談下さい。

対象者
●雇用契約締結後5年以内の方
●35歳未満の方

※両方を満たすことが必須です。

▶助成金活用例（対象者1名につき）

※注意※助成金対象企業にはその他条件があります。詳細に関しては下記HPをご確認ください。
厚生労働省HP
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11600000-Shokugyouanteikyoku/0000169843.pdf

経費助成
210,000円

×
研修費45％

＋ ＝ 126,420円
賃金助成(OJT)

7ｈ×6日
×

760円/ｈ

■受講費用■

1名につき 210,000円（税抜き）

＜お問い合わせ先＞

Ⓒ 2018 SUNPLA Group.

若手幹部
候補生
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研
修
の
特
徴

☑月1回の頻度で6か月繰り返すことで、バランスよく経営とマネジメントを学ぶ

☑自社・自分にどう反映させるか演習し、次回の冒頭で相互発表とコメントを得る

☑必要なビジネスフレームワークを習得！今後の環境変化に自分で考え対応できるように

☑講師は一人ひとりに対応し、個別に課題を投げかけ、成長に応じた個人アプローチ

☑同窓生は他業種であり、互いに違った視点から、終了後の相互啓発が一生レベルで可能に！！

■受講対象■

未来の幹部候補生
※助成金対象外ですが、35歳以上の方も受講可能です。



中小企業診断士

福本 伸夫 氏

ソニーマーケティング㈱を経て、人材育成トレーナーとして独立。売上1
兆円を超える大手企業からベンチャー企業まで、累計100社を超える人材育
成実績を持つプロ中のプロ。その実践的で現場で即応用できる手法は大手の
みならず中小企業の経営者・幹部層からも圧倒的な支持をうけている。

研修講師実績（社名のみ）
東京商工会議所、起業家支援財団、国立印刷局、宮城県教育庁、栃木
県、宮城県、東北電力、関西電力、パナソニック、クレシア、サーモ
ス、JR、全国健康保険協会、全農、中央労働金庫、クレハ、エアドゥ、
JRA、ニコン、埼玉県

■メイン講師■

■カリキュラム■

会社の未来を担う
＜経営幹部を育てる＞

新入社員

主任

係長

課長

次長

部長 ・メンバーと組織をまとめる
・人と組織の能力を引き出す
・課題設定、解決をマネジメント

・チームをリードする
・改善活動の成果を出す
・新発想で価値を生む

・再現性のある成果を出す
・課題解決を実践する
・後輩を指導する

会場：沼津商工会議所（静岡県沼津市米山町６）

時間：9時00分～17時00分
※昼食は出ませんので各自用意をお願いします

Ⅰ. 事業戦略の基本 Ⅱ. マーケティングの基本

Ⅲ. 施策展開Ⅳ. 業務マネジメント

Ⅴ. 人のマネジメント Ⅵ. 成果発表

課 長

係 長

主 任

※役職の呼び方や役割は一例です

＜＜「見て覚えろ！」はもう古い＞＞

「育った」時代 「育てる」時代

OA機器の発達で見て覚えろ！
が通用しない。

「個性」を尊重した教育背景

管理者を目指す若手社員のためのカリキュラム

管理職の初級編

「育った」時代から「育てる」時代に突入

＜6月21日＞

1. 経営環境の変化
2. 自社の対応可能性
3. ビジョンを描く
4. 自社の演習

1. 前回の相互発表
2. 弱者の戦略
3. マーケティングプロセス
4. 自社の演習

＜7月12日＞

＜8月9日＞＜9月14日＞

＜10月19日＞ ＜11月22日＞

1. 前回の相互発表
2. 施策展開法
3. プロセス指標（KPI）
4. 自社の演習

1. 前回の相互発表
2. 業務の維持管理
3. 業務の改善改革
4. 自社の演習

1. 前回の相互発表
2. モチベーション向上
3. 現代の育成の実際
4. 自社の演習

1. 全員プレゼンテーション
2. 自身の行動計画
3. まとめ：現代の経営

地域経済を支える企業人財の足腰を強くすることを目指す

ゆとり教育前の厳しい時代。
仰げば尊しのように

教えていただけることに感謝

1990年代

日常業務が育成の場 意図的計画的育成が必要


